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市
で
は
、
令
和
３
年
度
に
実
施

し
た
主
要
事
業
等
の
事
務
事
業
評

価（
行
政
評
価
）を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

事
務
事
業
評
価
と
は
、
実
施
し

た
事
業
の
内
容
を
振
り
返
っ
て
評

価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
今
後
の
事
業
の
改
善
を
図
っ

て
い
く
も
の
で
す
。
事
業
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
事
業
＝
令
和
３
年
度
当
初

予
算
編
成
時
の
主
要
事
業
等

▼
公
表
場
所
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
本
庁
舎
１
階
行
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
受
付
、
白
里
公
民
館
受
付

▼
公
表
お
よ
び
意
見
受
付
期
間
＝

8
月
2
日
㈫
～
19
日
㈮

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
お
よ
び
市
内
事
業
者

▼
提
出
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
公
表
場
所
に
備
え
て
あ
る

様
式
に
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
持
参
（
企
画

政
策
課
ま
た
は
公
表
場
所
の
施
設

受
付
）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
市
の

考
え
な
ど
と
併
せ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・

〒
２
９
９
―
３
２
９
２

大
網
白
里
市
大
網
１
１
５
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企
画
政
策
課
政
策
推
進
班
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地
球
温
暖
化
対
策
や
電
力
の
強

靭
化
を
図
る
た
め
の
住
宅
用
設
備

等
を
導
入
し
た
方
に
、
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
対
象
の

方
は
申
請
く
だ
さ
い
（
旧
「
住
宅

用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
設
置
費

補
助
金
」）。

▼
主
な
要
件
等

①
補
助
対
象
設
備
を
導
入
し
た
住

宅
に
自
ら
居
住
し
、
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

で
あ
る
こ
と

②
世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

③
補
助
対
象
設
備
の
設
置
工
事
等

補
助
事
業
に
着
手
す
る
日
が
、
令

和
４
年
４
月
１
日
以
降
で
あ
る
こ
と

※�

そ
の
ほ
か
の
要
件
も
申
請
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・

地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班
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▲市ホームページ

　

区
・
自
治
会
は
、
住
民
同
士
の

親
睦
、
生
活
環
境
の
維
持
等
の
活

動
の
ほ
か
に
、
高
齢
者
の
見
守
り

や
子
ど
も
の
安
全
対
策
、
地
域
の

団
体
や
行
政
と
連
携
し
て
地
域
課

題
の
解
決
を
図
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
っ

て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ

く
る
た
め
に
区
・
自
治
会
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

▼
区
・
自
治
会
の
主
な
活
動
＝
防

災
活
動
、
環
境
美
化
、
防
犯
灯
の

設
置
・
管
理
、
防
犯
活
動
、
文
化
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
広
報

活
動
、
募
金
の
協
力
な
ど

▼
加
入
方
法
＝
お
住
ま
い
の
地
域

の
区
長
・
自
治
会
長
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
連
絡
先
が
不
明
な
場

事
務
事
業
評
価（
行
政
評
価
）に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

住
宅
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促
進
事
業

補
助
金
の
申
請
を
受
付
中

区・自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

大網白里市民アンケート調査に
ご協力を

　現在、福祉・子育てなどのさまざま
な課題に加え、コロナ禍による新しい
生活様式への対応など新たな課題も生
じていることから、多くの市民の皆さ
んの意見を伺い、今後の市の施策立案
に活用するため、アンケート調査を実
施します。
　調査票が郵送された方は、ご協力を
お願いします。
▶対象＝18歳以上の市内在住者３，０　
００人（無作為抽出）
問企画政策課政策推進班
　☎０４７５（７０）０３１５

合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

市
区
長
会
事
務
局
（
地
域
づ
く

り
課
市
民
協
働
推
進
班
内
）
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令和５年度実施住民協働事業の提案事業を募集しています令和５年度実施住民協働事業の提案事業を募集しています

ごみは指定袋に入れて、朝８時までに集積所へ　近所の方の迷惑とならないようごみ出しルールを守りましょう
地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
を
行
う
方
に
、
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

〈
耐
震
診
断
・
改
修
共
通
〉

▼
補
助
対
象
木
造
住
宅
＝
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

①
市
内
に
所
在
し
て
い
る
こ
と

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
も
の

③
一
戸
建
て
の
住
宅
（
居
住
部
分

が
１
／
２
以
上
の
併
用
住
宅
を
含
む
）

④
在
来
軸
組
工
法
に
よ
り
建
築
さ

れ
、
地
上
２
階
建
以
下
の
も
の

※�

耐
震
改
修
は
耐
震
診
断
に
よ
り

耐
震
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
た

も
の
。

〈
補
助
金
額
の
概
要
〉

▼
耐
震
診
断
＝
耐
震
診
断
費
用
の

２
／
３
に
相
当
す
る
額
（
８
万
円

を
限
度
）

▼
耐
震
改
修
＝
耐
震
改
修（
工
事
・

設
計
・
監
理
）
費
用
の
一
定
割
合

の
額
（
40
万
円
を
限
度
）

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
（
わ
が
家

の
耐
震
相
談
会
）

　

近
年
日
本
各
地
で
大
地
震
が
発

生
し
て
お
り
、
地
震
へ
の
備
え
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昭
和
56
年
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に

つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
無
料
個

別
相
談
会
（
予
約
制
）
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
９
日
㈮
９
時
～
12

時
（
相
談
時
間
は
１
組
30
分
以
内
）

※
個
別
相
談
会
は
予
約
制
。

▼
予
約
締
切
＝
８
月
31
日
㈬

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
昭
和
56

年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

の
所
有
者

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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都
市
整
備
課
営
繕
室
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ご
自
宅
の
耐
震
診
断・耐
震
改
修
を

行
い
ま
せ
ん
か

▲市ホームページ

　市では、地域課題の解決を図
るため、住民団体が自主的、ま
たは主体的に企画・実施する公
益性のあるまちづくり事業に対
して補助金を交付しています。
▶対象事業
・住民提案型事業＝住民団体が
企画立案した、公共的な課題の
解決、または地域活性化につな
がる事業（テーマは自由・補助
限度額 30万円）
・行政提案型事業＝市が提示す
る課題に対し、住民団体により
企画立案された事業（補助限度
額は事業内容により定めます）

〈行政提案型事業テーマ〉
　次のテーマで募集します。
・デジタルデバイド対策事業
　「誰一人取り残されない、人
に優しいデジタル社会」の実現
に向け、デジタルに不慣れな方
や高齢者・障がい者等に対し、
デジタル機器・サービスの基本
的な利用方法のサポートや、ス
マホ教室やセミナーを開催する
など、デジタルデバイドの解消
に取り組む。

・男女がともに輝く地域づくり
事業
　男女共同参画を身近なものと
して考えられるよう、地域や職
場における啓発活動を行う。特
に、市内事業所への啓発および
市民意識調査の実施に重点を置
いた取り組みを行う。
・「郷土の歴史書概要版 ( 仮 )」
の編纂業務
　郷土資料を活用して、「郷土
の歴史書概要版（仮）」を作成
する。
・地域猫活動　
　地域住民が主体となり、ボラ
ンティアおよび行政が協働して
野良猫トラブルの減少を目指す。
▶申込期間＝９月 22日㈭まで
▶その他＝事業の詳細は「応募
の手引き」をご覧ください。
※�「応募の手引き」は、地域づ
くり課、農業振興課、中央公
民館、白里出張所、中部コミュ
ニティセンター、社会福祉協
議会、市ホームページから入
手できます。

申�・問地域づくり課市民協働推進班
　☎０４７５（７０）０３４２

　市では、市民や各種公益団体、事業者等、
幅広い分野に携わる多くの方々と自由な意
見交換を行うことで「未来に向けてみんな
でつくろう！　住みたい・住み続けたいま
ち」に向けた今後の市政運営への参考とす
るため、ふれあいミーティングを開催して
います。
　21 回目となる今回は、市内初のアンテ
ナショップ「マリンの土産店」の皆さんに
お話を伺いました。

※「マリンの土産店」以下「マリン」

市内初のアンテナショップとし
てオープンして３年経ちましたが、これ
までの取り組みを振り返って印象的なこ
とはありますか。

オープンしたては良かったです
が、令和に入って厳しい状況が続いてい
ます。オープンした年の秋に大きな台風
が来て、雨漏りで書類や多くの商品が水
浸しになってしまいました。それが一息
ついたら、感染症の流行が始まってしま
い、2020 年の 4月から 6月は休みにせ
ざるを得ませんでした。感染症の影響で
は、お客様に試食をしていただけないの
が一番つらいですね。

新型コロナウイルスによって、
働き方を含め、社会のあり方も変わって
きました。それを見据えて、何か新しい
取り組みは考えていますか。

対面で人と会う機会が無くなっ
てお土産品を渡す機会も減り、お土産や
アンテナショップの意味も薄れてきてい
るのかもしれませんが、これを機に色々
な切り口のサービスも提供できたらいい
ですね。
　例えば、真紅の美鈴（黒いちご）は、
生産者がまだ少なく、県をあげて売り出
すのが難しいので、アンテナショップ独

自のＰＲもやっていけたらいいと思いま
す。
　また、買い物難民も増えてきたので、
はまバスやコミュニティバスを活用した
取り組みもできたらいいですね。

市内では、移動販売など新しい
買い物の仕方も始まっています。

注文を受けて、各地区の特定の
場所に運んできてくれるようなサービス
があれば、売る方も空振りにならないし、
いいかもしれませんね。

これからも地域の魅力を市民に
発信していっていただきたいですね。で
は、何か市民の皆さんにメッセージはあ
りますか。

苦しい状況は続きますが、作っ
ている人が「この商品を売りたい」と持っ
てきてくれたものを皆さんに届けるとい
うアンテナショップとしての使命をしっ
かりと続けていきたいです。
　とにかく来て、市の魅力に触れていた
だきたいですね。同時に、「ぜひこれを
売りたい」という出展を希望する方も募
りたいです。

台風にも負けず、コロナにも負
けず、がんばってください。

市　長

マリン

市　長

マリン

市　長

マリン

市　長

マリン

市　長




